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唐 人 屋 敷 跡 の 

４ つ の お 堂 に つ い て 

 １６３９年、外国貿易は中国とオランダの２国のみとな

り、貿易のために来航したオランダ人は出島に住まわせ

ましたが、唐人（中国人）たちは、長崎市中に散住するこ

とが許されていました。 

 しかし、密貿易やキリスト教伝播の恐れがあったため、

１６８９年、江戸幕府は、現在の十善寺地区に唐人屋敷

を建設し、唐人たちを住まわせました。唐船で長崎に着

いた唐人たちは、役人の厳しいチェックを受けたのち、わ

ずかな手回り品のみを持って、唐人屋敷へ入りました。 

 唐人屋敷は、高い塀で囲まれ、さらにその外側は堀や

竹垣で囲まれていました。出入り口には番所があり、人の

出入りが厳重に制限されていました。唐人は、ひとりで外

出することは許されず、外出が認められるのは、唐寺へ

団体で参拝するときなどに限られていました。唐人屋敷

の敷地内には、木造の長屋が数十棟建ち並び、多いとき

には約２千人の唐人が生活していたと言われています。 

 １８５９年、日本が開国すると、唐人屋敷を出て大浦の

外国人居留地や新地に進出した唐人も多く、唐人屋敷

は荒れ果てていきました。その後、１８６８年に正式に解

体され、唐人屋敷は１７９年間の歴史を閉じたのでした。  

唐人屋敷の歴史 観 音 堂
か ん  の ん  どう

 

 観音堂は、１７３７年に福建出身の唐船主によって建

立されたと考えられています。その後、再建やいくどか

の改修を経て、現在の建物は、１９１７年に改築された

ものです。入口のアーチ型の石門は唐人屋敷時代のも

のといわれています。 

 本堂には、向かって右側に慈悲深い仏として中国で

古来から慕われている

観世音菩薩が、向かっ

て左側に商売繁盛の神

である関帝がまつられて

います。 

関帝について 

 

 関帝は、三国志で有名な武将、関羽雲長が神格化

されたものです。三国志において、義侠心と忠節心に

富んだ人物とたたえられた関羽は、文武兼備の武将と

して古くから尊敬を集めており、特に清王朝においては

守護神として手厚くまつられていました。 

 武神として信仰されるのはもちろんのこと、信義に厚く

理財に精通しており、ソロバンを開発したとも言われる

ことから、財神としても信仰を集めています。 
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 土神堂は、１６９１年に唐人屋敷に滞在していた船主

たちの願いにより、唐人屋敷に建てられたお堂の中で、

一番最初に建てられました。１７８４年におこった大火で

焼失し、唐３か寺（※）により復旧されました。その後も火

災や老朽のための改修を経て、現在の建物は、１９７７

年に復元されました。 

 土神堂にまつられている土神さまは、福徳正神ともい

われ、土地や家を守り、豊作、金儲け、治病の神様とし

て、中国古来から民間で広く信仰されてきた神様です。  

 土神堂前の広場では、土神さまの誕生日（２月２日）

にお祭りが開かれ、舞台を仮設し、唐人踊りや劇などが

催されていました。 
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 天后堂は、海の女神 媽祖
ま そ

さま（天后聖母とも呼ばれる)を

まつるため、１７３６年に、当時唐人屋敷に入居していた南京

地方の唐船主たちによって建立されたお堂です。 

 当時、唐人たちは、唐船で、季節風にのり、海を渡って

やってきました。その航海の安全を祈るため、媽祖像を船内

にまつり、日本に着くと、唐人屋敷内の天后堂へお運びしま

した。このようすは、現在のランタンフェスティバルで、「媽祖

行列」として再現されています。 

 このお堂には、中央に、媽祖さまがまつられているほか、向

かって右側に関帝が、向かって左側に観世音菩薩がまつら

れています。 

天 后 堂
て ん  こ う  どう

 

  媽祖伝説 

 媽祖さまは、９６０年、中国福建省の小さな島で生まれました。幼少の頃

から大変聡明だったといわれています。 

 媽祖さまが１９歳の頃、家ではたを織りながら、疲れてうとうとしていると、

父と兄の乗った船が難破する夢をみました。媽祖さまは、とっさに海中へ身

を躍らせて、兄を口にくわえ、父をつかんで懸命に泳ぎました。そのとき、母

に起こされ、返事をしたため、兄を離してしまいました。ちょうどそのとき、海

難事故により、父は助かったが、兄は溺れて亡くなったという知らせが届い

たのでした。 

 また、媽祖さまが２３歳の頃、桃花山という山で、金精と水精という妖怪が

付近の作物を荒らし、村人たちを困らせていました。金精は千里眼、水精は

順風耳という別名をもち、千里眼は千里先を見ることができ、順風耳は千里

先のかすかな物音も聞きつける能力がありました。両精をみつけた媽祖さま

がハンカチを一振りすると、両精は目が眩み、手がしびれて、ひれ伏したの

でした。媽祖さまは、両精を許して、海上を守る仕事を手伝わせることとした

のでした。 

 そして、媽祖さまが２８歳のとき、人々を救いたいと、家人に別れを告げ、

神となって、五色の雲に乗って昇天したといわれています。 

長崎の生活の中にみる 

土神さま 

 

 長崎のお墓には、墓石の横に土神

と書かれた小さな石碑が建っている

ものを多く見かけます。  

 これは、中国の土神信仰の慣わし

が、長崎の風習として根づいたもの

なのです。 

福建会館天后堂
ふっけんかいかんてんこうどう

 

 福建会館は、唐人屋敷が解体されたのち、１８６８年に

福建省南部出身の貿易商たちの会所として建設されまし

た。唐人屋敷のあった時代、この場所には聖人堂というお

堂が建っており、その基盤の上に福建会館を改築したとい

う記録が残っています。１８８８年の火災で焼失し、１８９７

年に現在の会館が再建されましたが、会館本館の建物は

原子爆弾により倒壊し、正門と天后堂が現存しています。 

 このお堂には、２体の媽祖さま

がまつられており、ランタンフェ

スティバルの「媽祖行列」では、

小さい方の媽祖さまを、寺町の

興福寺までお運びします。 
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